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『和
漢
朗
詠
集
』
所
収
唐
詩
注
樺
補
訂

田

ど

●

一
八
六
番

元
損

｢
夜
坐
す
｣

｢蛍
火
乱
飛
秋
己
近
'

辰
星
早
没
夜

初
長
｣

○
元
和
十
年

(八
一
五
)
六
月
(晩
夏
)'
作
者
三
七
歳
'

通
州
(四
川
省

連
隊
)
で
の
作

(花
房

･
前
川

『
元
槙
研
究
』
｢作
品
綜
合
表
｣t
iL
『
元
槙
年

譜
』)
｡
通
州
司
馬
在
任
｡
司
馬

(州
の
次
官
)
は
'
中
唐
以
降
へ
職
務
権

限
の
な
い
姪
官
ポ
ス
ト
.
明
の
曹
寧
佳

『
萄
中
名
勝
記
』
巻
二
三
'
菱

川
府
達
州

(唐
の
通
州
)
の
侯
に
は
'
｢州
は
元
徴
之
'

司
馬
に
左
遷
せ

あ
ら
は

ら
れ
L
を
以
て
名
を
著
す
｣
と
い
う
｡

(-
)

元
和
十
年
正
月
へ
元
損
は
都
長
安
に
召
還
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
'
江

(2
)

陵

(湖
北
省
)
で
の
五
年
間
の
左
遷
生
活

(江
陵
府
士
曹
参
軍
在
任
)

に
別

れ
を
つ
げ
た
｡
正
月
の
下
旬
ご
ろ
へ
都
長
安
に
到
着
し
'
靖
安
坊
の
啓

宅
に
入
り
'
自
店
易
ら
と
再
合
し
て
交
遊
す
る
｡
そ
の
喜
び
も
つ
か
の

聞
'
三
月
十
五
日
'
通
州
司
馬
と
な
り
'
同
二
十
九
日
'
都
長
安
を
離

木

久

行

れ
た
｡

元
積
の

｢
酬
契
天
東
南
行

一
百
韻
｣
詩
(『
元
損
集
』
巻
12
)
の

ヽ

自
注
に
'
｢
元
和
十
年
間
六
月
'
通
州
に
至
る
｣

と
あ
る
｡

し
か
し
'

元
和
十
年
に
は
閏
月
は
な
い
(平
岡

『唐
代
の
暦
』
な
ど
)
｡
閏
の
字
は
桁

字
か
'
作
者
の
記
憶
違
い
で
あ
ろ
う
｡
本
候
の
上
旬
に
よ
れ
ば
'
本
詩

は
通
州
に
到
着
直
後
の
六
月
中
の
作
｡

元
損
は
着
任
後
へ
し
ば
ら
-
通
用
牒

(通
州
の
治
所
)
の
騨
館

(騨
舎
)

に
住
み
漬
け
た
｡
本
詩
は
そ
の
騨
館
-
本
詩
第
三
句
の

｢
空
館
｣
-
で

の
作
｡
こ
の
空
館
は
'
『
元
損
集
』
(巻
20
)
の
な
か
で
本
詩
の
直
前
に
置

か
れ
た

｢
見
禦
天
詩
｣
詩
の

｢
江
館
｣
に
相
普
す
る
｡
白
居
易
の

｢
微

ヽ

之
'
通
州
に
到
り
し
日
'
館
を
授
け
ら
れ
て
未
だ
安
ん
ぜ
ず
｡
-
｣
詩

ヽ
ヽ

は
と

(巻
15
)
に
も
'

｢
雨
は
淋
ぐ

江
館

破
塔
の
頭
り
に
｣
と
見
え
る
｡
白

詩
の
江
館
に
封
し
て
'
佐
久
江
は

｢
江
連
の
官
舎
｡
通
州
司
馬
の
館
を

指
す
｣
と
説
明
し
'
岡
村
繁

『白
氏
文

集

三
』
(竹
村
別
行
執
筆
)
も
全
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-
同
じ
で
あ
る
｡
し
か
し
こ
の
館
は
､
｢
首
都
か
ら
四
方
に
の
び

る
幹

線
道
路
に
面
し
て
は
三
十
里
ご
と
に
輝
を
置
き
､
支
線
や
僻
遠
の
地
に

は
館
を
置
い
た
｣
(小
野
勝
年
『
入
唐
求
法
巡
穫
行
記
の
研
究
』第
四
巻
四
三
l

(3
)

頁
)'

そ

の

｢
舘
｣
を
意
味
し
よ
う
｡
杜
佑

『通
典
』
巻
三
三
､
郷
官

の
候
に

｢
三
十
里
に

一
輝
を
置
-
｣
と
あ
り
､
原
注
に

｢
具
の
通
途

･

大
路
に
非
ざ
れ
ば
'
則
ち
館
と
日
ふ
｣
と
あ
る
｡
つ
ま
り
'
唐
代
の
騨

(

4
)

俸
制
度
に
も
と
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
騨
館

を
指
す
｡
琴
参
の

｢
銀
山
墳

ヽ

ヽ

西
舘
｣
｢涼
州
舘
中
興
諸
判
官
夜
集
｣
詩
な
ど
に
見
え
る
館
も
同
例

で

あ
ろ
う
｡
青
山
定
雄

『唐
宋
時
代
の
交
通
と
地
誌
地
園
の
研
究
』
第

一

篇
第
三
に
､
｢宿
泊
飲
食
の
設
備
を
有
し
､
知
館
人
が
居
て
掌

っ
た
が
､

輝
の
如
き
騨
馬

･
輝
子
の
設
備
は
な
く
､
専
ら
宿
屋

の
任
務

を
果

し

た
｣
と
説
明
す
る

(五
九
頁
)
0

ち
な
み
に
､
本
詩
の
作
ら
れ
た
通
州
通
用
牌
の
江
館
は
､
丁
渓
館
と

も
呼
ば
れ
た
ら
し
い
｡
厳
耕
望

『唐
代
交
通
圏
考
』
第

四
巻

(
二

七

ヽ
ヽ
ヽ

一
貫
)
に
は
､

元
損
の

｢
通
州
丁
渓
館
夜
別
李
景
信
三
首
｣
其
二
を
主

な
論
接
と
し
て
､
前
掲
の
元

･
自
詩
の
江
館
を

｢
蓋
し
即
ち
丁
渓
館
と

の
ぞ

名
づ
く
る
か
?

接
ず
る
に
'
通
州
は
今
の
達
騒
､
渠
江
に
漬
臨
む
な

り
｣
と
い
う

(園
十
四
も
参
照
)
0

こしき

通
州
は
､
住
む
人
も
稀
な
山
あ
い
の
遠
都
な
地
で
､
ま
る
で
餌
の
中

に
い
る
よ
う
な
蒸
し
暑
さ
で
あ

っ
た
｡
毒
蛇
や
虎
が
道
を
さ
え
ぎ
り
'

『和
漢
朗
詠
集
』
所
収
唐
詩
荘
樺
補
訂
掲

(植
木
)

か

'Jlよ

夕
方
に
な
る
と
蚊
や
嘆
が
群
れ
を
な
し
て
襲
う
｡
風

土

病

(痔
疫
)
が

蔓
延
し
て
死
ぬ
者
が
多
-
'
夏
に
は
日
照
り
'
秋
に
は
長
雨
が
績
-

せ
いく
わ
う
(5
)

｢
海
内

憤
怪
の
地
(た
え
ず
生
命
の
不
安
を
お
ぼ
え
る
悲
惨
な
土
地
)｣

で

(6
)

あ

っ
た
｡
言
葉
も
通
じ
が
た
く
､
元
損
の
詩
に

｢
衛
に
入
る
官
吏

聾

は
鳥
か
と
疑
ふ
｣
と
い
う
｡

元
損
は
着
任
早
々
'
療
病

(
マ
ラ
リ
ア
の
類
)
を
患
い
､
や
せ
細

っ
て

重
態
に
陥

っ
た
.
元
損
の
有
名
な

｢
聞
禦
天
授
江
州
司
馬
｣
詩
は
'
約

二
か
月
後
の
秋
八
月
､
通
州
の
地
で
危
篤
状
態
に
陥

っ
て
い
た
と
き
の

作
で
あ
る
｡
ち
な
み
に
'
詩
題
の

｢
夜
坐
｣
は
､
憂
愁
な
ど
の
た
め
に

(7
)

寝
つ
け
ぬ
状
況
を
示
唆
す
る
｡
自
居
易
の
｢夜
坐
す
｣
詩
(巻
14
)
に
も
'

｢
時
に
感
じ
て

困
り
て
事
を
憶
ひ
､
寝
ね
ら
れ
ず
し
て
鶏
明
に
到
る
｣

と
あ
る
｡

○

〔蛍
火
〕
ホ
タ
ル
の
名
(『爾
雅
』
揮
轟
､
晋
の
崖
豹

『古
今
注
』
魚
島

な
ど
)
｡
『
詩
経
』
幽
風

｢
東
山
｣
の
孔
疏
(『毛
詩
正
義
』
巻
八
)
に
'
｢
蛍

火
は
即
ち
夜
飛
ん
で
光
有
る
轟
な
り
｣
と
見
え
'
『
重
文
類
釆
』
巻

九

七
､
蛍
火
の
候
に
引
-

『績
晋
陽
秋
』
に
も
'
い
わ
ゆ
る
車
胤
未
発
の

も
つ

故
事
を
引
い
て
､
｢夏
日
､
練
嚢
を
用
て
数
十
の
蛍
火
を
盛

る
｣

と

い

(8
)

う
｡
川
口
諸
に

｢
蛍
の
と
ば
す
火
｣
､
大
骨
根
講
に

｢蛍
の
火
｣
と
あ

る
が
､
二
字
で
ホ
タ
ル
そ
の
も
の
を
指
す
用
例
で
あ
る
｡
元
損

｢
秋
相

ヽ
ヽ

望
｣
詩
の

｢煉
蛸

(
ア
シ
ナ
ガ
グ
モ
)
低
戸
網
､
蛍
火
度
拾
陰
｣
や
'
｢
景
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ヽ

ヽ

中
秋
八
首
｣
其
二
の

｢
簾
断
蛍
火
入
'
簡
明
垢
幅

(
コ
ウ
モ
リ
)
飛
｣
な

ど
も
同
例
｡
蛍
の
乱
舞
は
'
秋
が
近
づ
き
'
し
だ
い
に
夜
長
を
感
じ
さ

こ
ろ

せ
る
季
節
の
'
し
み
じ
み
と
し
た
哀
感
を
表
す
｡
西
晋
の
博
威

｢
蛍
火

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

賦
｣
の
序
に
も
'
｢余
曾
猫
虞
'
夜
不
能
蘇
'
顧
見
蛍
火
'
途
有
感
｡

か
う

-
｣
と
あ
り
'
｢
夜
は
秋
秋
と
し
て
蘇
ね
ら
れ
ず
'
憂
ひ
は
惰
情

と
し

ほ
た
る

て
情
を
傷
ま
し
む
.
･･･-

詩
人
の
悠
什
作
懐
に
感
じ
へ
惜
煙

を
前

庭

に
覚
る
｣
と
い
う
｡
貨
の
季
節
感
等
に
つ
い
て
は
'

一
八
二
番
参
照
｡

○
〔辰
星
-
〕

上
旬
と
同
様
に
'
盛
夏
が
す
ぎ
て
初
秋
が
近
づ
い

た
こ
と
を
歌
-
｡
従
来
'
｢
辰
星
｣
の
解
樺
は
'

｢古
来
難
義
也
｣
(『江

談
抄
』
巻
四
)
と
許
さ
れ
'
近

年

な

お

｢
水
星
｣
(柿
村

『考
謹
』
や
大
曽

根
注
な
ど
)'
｢
北
斗
星
｣
(川
口
荘
)
な
ど
と
諾
さ
れ
て
い
る
｡
し
か
し
'

さ
そ
り

こ
の
辰
星
は
'
夏
の
代
表
的
な
星
座
の

一
つ
'
蝦
座
の
な
か
の
'
ひ
と

(9
)

き
わ
紅
-
光
る

一
等
星

｢
ア

ン
タ

レ
ス
｣
(和
名
ナ
カ
ゴ
ボ
シ
)'

漢
語

た
い
か

で
は
火

･
大
火
'
ま
た
は
心
宿

(
二
十
八
宿
の
一
)
な
ど
と
呼
ば
れ
る
星

ヽ

を
指
し
て
い
る
｡
『
爾
雅
』
樺
天
に

｢
大
火
'
こ
れ
を
大
辰
と
謂

ふ
｣

と
あ
り
'
郭
嘆
の
江
に

｢
大
火
は
心
な
り
｣
と
い
う
｡
ま
た

『左
俸
』

あ
つ'ijv

つか
さ
と

昭
公
元
年
の
候

に

｢
(后
帝
は
)閑
伯
を
商
丘
に
遷
し
'
辰
を

圭

ら
し

ヽ
ヽ

む
｣
と
あ
り
'
杜
預
の
注
に

｢
商
丘
は
宋
の
地
'
辰
星
を
柁

る

を

圭

る
｡
辰
は
大
火
な
り
｣
と
い
う
｡

ア
ソ
タ
レス

辰
星
を
歌
う
著
名
な
用
例

は
'
『
詩
経
』
園
風

｢
七
月
｣
の

｢
七
月

流
火
｣
で
あ
る
｡
毛
侍
に

｢
火
は
大
火
な
り
｡
流
は
下
る
な
り
｣
と
あ

し
る
し

ち
ゆ
う

り
'
鄭
峯
に

｢
大
火
と
は
寒
暑
の
候
な
り
｡
火
の
星
中

(

南
中
'
季
節

(10
)

ま
さ

ご
と
に
あ
る
星
宿
が
県
南
に
見
え
る
こ
と
)
し
て
'
寒
暑
退
-
｡
故
に
牌
に

あ
ら
は

寒
を
言
は
ん
と
し
て
'
先
づ
火
の
所
在
を
著
す
｣
と
説
明
す
る
｡
つ
ま

く
だ

り
'
｢
七
月

火
流
る
｣
と
は
'
夏
の
南
の
夕
空
に
高
く
輝
い
て

い
た

ア
ソ
タ
レス

大
き
な
紅
い
星
-
大
火
の
位
置
が
'
初
秋
の
七
月
に
な
る
と
'
西
の
空

の
低
い
と
こ
ろ
に
移
動
し
'
気
候
が
し
だ
い
に
涼
し
く
な
る
こ
と
を
い

(‖
)

う

｡

い
い
か
え
れ
ば
'
南
の
空
に
高
-
輝
い
て

い
た

｢
大
火
｣
が
'

た
そ
がれ

黄

昏

ど
き
に
西
の
地
平
線
近
く
に
低
-
見
え
る
天
象
の
変
化
に
'
初
秋

の
訪
れ
を
察
知
し
た
わ
け
で
あ
る
(仲
秋
八
月
の
黄
昏
時
に
は
'
す
で
に
見

(12
)

え
な
い
)O
新
城
所
蔵
著

『
こ
よ
み
と
天
文
』
｢
二

天
の
龍
｣
の
候

こ

ま

､

大
火
と
い
ふ
の
は
'
夏
の
夕
方
に
南
中
す
る
赤
色
の

一
等
星
で
'

今
日
の
名
稀
は
'
さ
そ
り
座
ア
ル
フ
ァ

(
一
つ
の
星
座
の
な
か
で
最
も

代
表
的
な
明
る
い
星
)
と
栴
す
る
も
の
で
あ
る
｡
目
立

っ
て
赤

い
の

で
'
火
又
は
大
火
と
稀

へ
ら
れ
'
そ
れ
が
日
没
直
後
に
南
中
す
る
の

(13
)

を
以
て
夏
の
虞
中
'
五
月
の
標
準
と
し
て
居
っ
た
も
の
で
あ
る
｡
此

星
は
長
き
腰
の
時
代
を
通
じ
て
標
準
の
辰

(季
節
を
判
定
す
る
基
準
と

な
る
星
'
時
節
を
示
す
星
座
)
と
し
て
用
ひ
ら
れ
て
居

っ
た

が

た
め

に
'
蓬
に
辰
の
名
を
猫
占
L
t
辰
と
い
へ
ば
直
ち
に
大
火
を
指
す
程
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に
な
っ
た
も
の
と
見
え
る
｡

と
説
明
し
'
さ
ら
に

｢
大
火
は
五
月
夕
方
に
南
中
す
る
星
な
の
で
'
春

分
頃
か
ら
見
え
始
め
'
秋
分
に
は
太
陽
に
近
づ
い
て
見
え
な
-
な
る
｣

(14
)

と
指
摘
す
る
｡

従
来
'
こ
の
大
火
説
に
近
い
も
の
と
し
て
は
'
『
抄
注
』

の

｢
戎
人

云
'
辰
星

ハ
主
夏
之
星
也
｡
仇
'
秋

ハ
早
信
也
｣
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
よ
う
｡
ま
た
'
若
干
誤
解
を
含
み
な
が
ら
も
'
『
和
漢
朗
詠
集
和
談

妙
(詩
注
)』
の
説
-
-

｢
晩
夏
ノ
心
也
｡
辰
星

ハ
'
廿
八
宿
ノ
中

二
'
房

(15
)

宿
卜
尾
宿
卜
心
宿
-
ノ
三
ノ
星
也
土
石
へ
リ
.
彼
ノ
星

ハ
'
夏
ノ
末

二

早
ク
没
テ
'
秋
無
キ
星
ナ
レ
ハ
'
夜
初
長
卜
云
ル
也
｣
も
'
参
考
に
な

(16
)

る
｡
『
中
国
文
学
歳
時
記

秋

〔上
〕』
｢秋
の
夜
｣

(近
藤
光
男
執
筆
)
の

候
に
は
'
本
句
を
も
採
り
あ
げ
て
'
次
の
ご
と
-
い
う
'

た
そ
が
れ

ア
ソ
]̂
レス

｢
七
月
流
火
｣
'
初
秋
七
月
の
黄
昏
時
に
大
火
が
西
空
低
-
輝
-
'

ぴ
と

(17
)

と
い
う
の
は

『詩
経
』
人
の
見
た
天
象
で
'
歳
差
の
た
め
唐
の
詩
人

た
ち
が
そ
れ
を
見
た
の
は
'
ひ
と
月
近
-
も
遅
れ
て
奮
暦
八
月
の
黄

昏
で
あ

っ
た
.
｢
辰
星
早
-
浸
し
て
夜
初
め
て
長
し
｣
(元
槙

｢夜
坐
｣'

『
和
漢
朗
詠
集
』賛
)､
こ
の
辰
星
は
大
火
で
あ
る
｡

こ
の
指
摘
は
'
古
来
の
難
義
を
み
ご
と
に
解
決
し
た
も
の
と
し
て
高

く
許
償
で
き
る
｡
た
だ
本
句
は
'
歳
差
に
と
も
な
う
唐
代
の
賓
際
の
天

象
を
直
接
歌
う
も
の
で
は
な
-
'
『
詩
経
』
歯
風

｢
七
月
｣
の
詩
を
踏

『和
漢
朗
詠
集
』
所
収
唐
詩
注
樺
補
訂
氾

(植
木
)

ま
え
た
古
典
的
な
表
現
､
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

西
空
低
-
輝
-
大
火
に
よ
っ
て
秋
の
到
来
を
知

る
t

と

い
う
登
想

は
'
六
朝
以
降
散
見
す
る
｡

西
晋
の
播
岳

｢
秋
興
の
賦
｣

(『文
選
』
巻

13
)
に
は

｢
流
火
の
飴
景
を
望
む
｣
と
あ
り
'

唐
の
李
周
翰

ほ
､
｢
流

火
は
心
星
な
り
｡
秋
に
は
心
星

西
に
下
り
て
格
に
没
せ
ん
と
す
｡
故

に
除
景
有
る
な
り
｣
と
注
す
る
｡
こ
の
ほ
か
'

火
逝
首
秋
節

ヽ
ヽ

薮
辰
戒
流
火

歳
落
衆
芳
歓

普
君
相
思
夜

山
雲
行
絶
塞

ヽ
ヽ

夜
涼
金
気
癒

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

大
火
政
残
暑

新
明
弦
月
夕

ヽ
ヽ

商
魂
早
己
驚

ヽ
ヽ
ヽ

時
普
大
火
流

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

火
落
金
風
高

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

大
火
復
西
流

ヽ
ヽ
ヽ

天
静
火
星
流

ヽ
ヽ

(謝
震
達

｢
七
夕
詠
牛
女
｣
)

ヽ
ヽ

(陳
の
周
弘
議

｢
立
秋
｣)

ヽ
ヽ

(李
白

｢大
原
早
秋
｣)

(李
白

｢酬
張
卿
夜
宿
南
陵
見
滑
｣)

ヽ
ヽ

(杜
甫

｢
立
秋
雨
'
院
中
有
作
｣)

ヽ
ヽ

(劉
南
錫

｢
新
秋
封
月
寄
禦
天
｣)

清
光
漸
惹
襟

(毒
荘

｢
同
奮
韻
｣)

な
ど
が
あ
り

(商
魂
･
金
風
は
秋
風
'
金
気
は
秋
気
)'

い
ず
れ
も
秋
の
訪

れ
と
関
連
づ
け
た
表
現
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
'
明
の
楊
循
吉
の
影
宋
抄
本
を
底
本
と

し
た
実
動
鮎
校

『
元
損
集
』
巻
二
十
に
は
､

｢
辰
星
｣
を

｢
星
辰
｣
に
作

り

(校
語
は
な

い
)'
明
の
張
之
象
撰

『唐
詩
類
苑
』
巻
十
六
㌧

歳
時
部

･
夜

の
僕

に

も

｢
星
辰
｣

に
作
る

(『全
唐
詩
』
巻
四
一
五
も
同
じ
)
｡

ま
た
四
部
叢
刊

本
に
附
す
張
元
済

｢
元
氏
長
慶
集
校
文
｣
に
も
'
こ
の
言
葉
に
関
す
る
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校
記
は
な
い
｡
こ
れ
は
お
そ
ら
-
'
過
去
の
中
国
で
も

｢
辰
星
｣
の
意

味
を
把
捉
し
か
ね
'

頻
見
す
る
熟
語

｢
星
辰
｣
(星
の
通
構
)
の
誤
り
と

ヽ
ヽ

考
え
て
二
字
を
韓
倒
さ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡
し
か
し

｢
星
辰
早
-
浸

し
て
｣
で
は
'
秋
の
到
来
を
つ
げ
る

｢
夜
初
め
て
長
し
｣
の
語

へ
と
文

脈
的
に
績
き
に
-
い
｡
『
千
載
佳
句
』
四
時
部

･
晩
夏
に
も
'
本
候
と

同
様
に

｢
辰
星
｣
に
作

っ
て
い
る
｡
｢
辰
星
｣
の
二
字
こ
そ
'
唐
代

の

『
元
氏
長
慶
集
』
の
原
形
で
あ
る
t
と
判
断
さ
れ
よ
う
｡

○

〔早
没
〕

｢
早
｣
は
早
く
も
'
す
で
に
'
と

っ
く

に
t
な
ど

の

意
｡
張
相

『詩
詞
曲
語
箭
匪
樺
』
巻
二

｢
早
是
H
｣
の
候

に
'
｢
早
猶

ヽ
ヽ

本
也
'
己
也
｣
と
あ
る
｡
｢
没
｣
は
'
沈
み
か
く
れ
る
意
｡
蘇
武

の
作

ヽ

ヽ
ヽ

と
さ
れ
る

｢詩
四
首
｣

其
三

(『文
選
』
巻
29
)
に
'

｢参
辰
皆
己
没
'

去
去
従
此
行
｣
と
あ
る
｡
秋
が
近
づ
-
に
つ
れ
て
'
大
火
は
西
の
空
低

く
垂
れ
る
よ
う
に
な
る
｡
こ
の
た
め
'
眠
れ
ぬ
ま
ま
に
夜
が
し
だ
い
に

ア
ソタ
レス

ふ
け
'
辰
星
は
早
々
と
沈
ん
で
見
え
な
く
な
る
わ
け
で
あ
ろ
う
｡

○

〔夜
初
長
〕

｢
初
｣
は
'
も
の
ご
と
の
吏
端
に
潮

っ
て
述
べ
る
副

詞
｡
｢
折
し
も
よ
う
や
-
-
し
は
じ
め
た
ば
か
り
｣
の
意
｡

二
二
七
番

に
前
出
｡

●

1
八
七
番

許
津
｢常
州
に
て
楊
給
事
に
留
興
す
｣
｢
兼
蔭
水
暗
蛍
知

夜
'
楊
柳
風
高
雁
途
秋
｣

〇
本
詩
は
'
『
全
唐
詩
逸
』
巻
上
に
収
め
る
逸
句
｡
『和
漢
朗
詠
集
和

談
紗

(詩
法
)』
に
よ
れ
ば
'
七
言
律
詩
の
腰
句

(致
聯
)
に
あ

た
り
'

｢秋
ノ
興
ヲ
述
タ
ル
｣
作
｡
詩
題
は
'
ひ
と
ま
ず

『全
唐
詩
逸
』
や
『
私

荘
』
に
操
る
が
'
前
田
侯
爵
家
所
蔵
二
俣
馬
氏
筆
本
な
ど
に
は

｢
常
州

ヽ

留
上
楊
給
事
｣
に
作
り
(『校
異
和
漢
朗
詠
集
』)'
『
六
荘
』
に
は

｢
常
州

ヽ

ヽ

ヽ

留
止
揚
給
事
｣
に
作
る
｡
｢留
止
｣
は

｢
留
上
｣
の
形
靴
か
｡
ち
な
み
に
'

ヽ

『
千
載
佳
句
』
四
時
部

･
秋
興
の
候
に
は

｢
上
陽
給
事
｣
に
作

る
が
'

陽
は
楊
の
形
靴
で
あ
る
｡

常
州
は
'
今
の
江
蘇
省
常
州
市
付
近
｡
許
洋
が
後
期
住
ん
だ
潤
州
の

地
と
蘇
州
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
し
'
江
南
運
河
の
開
通
と
と
も
に
経
済

(18
)

的
に
費
展
し
た
南
北
交
通
の
要
衝
｡
醇
辿
成

｢
常
州
歴
史
地
理
｣
や
'

(19
)

播
鋸

『隔
唐
時
期
的
運
河
和
漕
運
』

二

三
頁
以
下
参
照
｡

○

〔楊
給
事
〕

給
事
と
は
官
名
｡
中
書
省
で
作
成
さ
れ
た
詔
勅

の

草
案
や
'
諸
司
が
皇
帝
に
上
奏
し
て
裁
可
を
仰
ぐ
奏
抄
の
額
を
逐

一
検

ふうばく

討
し
'
不
適
切
な
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
訂
正
し
て
差
し
戻
す
こ
と

(封
駁
)

を
掌
る
審
議
機
関
-

門
下
省

の
重
職

｢
給
事
中
｣
(正
五
品
上
)
を

い

(20
)

う
.
楊
給
事
と
は
'
呉
汝
燈
圭
編

『唐
五
代
人
交
往
詩
索
引
』
八
六
頁

に
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
'

大
和
七
年

(八
三
三
)
三
月
'

給
事
中
か

よう
ぐ
け
い

ら
常
州
刺
史

へ
と
持
出
し
た
楊

虞

卿

(字
師
呆
)
を
指
す
｡
楊
虞
卿
と
い

･かし

え
ば
'
焼
烈
な
牛
李
の
薫
学
の
な
か
で
'
牛
糞
の
糞
力
老

(薫
魁
)
と
し
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そ
う
ぴ
ん

て
大
き
な
権
勢
を
振

っ
た
人
物
で
あ
る
O
李
宗

閏

か
ら
骨
肉
の
ご
と
き

深
い
信
任
を
か
ち
得
'
人
事
を
意
の
ま
ま
に
操
り
'
利
財
を
克

っ
た
と

い
う
｡
『責
治
通
鑑
』
巻
二
四
四
㌧
大
和
七
年
二
月
の
候
に
は
､
牛
糞

の
威
勢
を
次
の
ご
と
-
託
す
｡

}しよ
し

時
に
給
事
中
楊
虞
卿
は
'
従
兄
の
中
書
舎
人
汝
士
'
(楊
虞
卿
の
)

か
ん
こう

弟
の
戸
部
郎
中
漢
公
へ
中
書
舎
人
張
元
夫
'
給
事
申
請
瀞
ら
と
善
く
交

か
み

を
か

みだ

結
L
へ
檀
要
に
依
附
し
て
'
上

は
執
政
を
干

し
'
下
は
有
司
を
摸

し
'

た
め

士
人
の
篤

に
官
及
び
科
第
を
求
む
る
こ
と
'
志
の
如
-
な
ら
ざ
る
無

し
｡

大
和
七
年
二
月
'
李
徳
裕
が
牛
恰
蒜
に
代

っ
て
宰
相
に
な
る
と
'
文

宗
の
意
志
と
輿
論
を
背
景
に
朝
政
の
刷
新
が
は
か
ら
れ
'
牛
糞
の
幹
部

た
ち
は
次
々
と
放
逐
さ
れ
た
｡
楊
虞
卿
も
同
年
三
月
'
給
事
中
か
ら
常

州
刺
史
に
出
さ
れ
た
｡
翌
大
和
八
年
十
月
'
李
宗
閏
が
宰
相
に
返
り
咲

き
'
李
徳
裕
が
輯
出
す
る
と
'
楊
虞
卿
は
同
年
十
二
月
'
呼
び
も
ど
さ

(21
)

(22
)

れ
て
工
部
侍
郎
と
な
る
0
本
詩
は
'
楊
虞
卿
の
常
州
刺
史
在
任
中
の
'

大
和
七
～
八
年
の
秋
の
作
.
常
時
'
近
郊
の
蘇
州
刺
史
で
あ
っ
た
割
高

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

錫
も
'
｢寄
批
陵

(常
州
の
郡
名
)
楊
給
事
三
首
｣
や
'
｢
和
折
西
王
尚
書

,
,
,
,
ヽ

(23
)

間
常
州
楊
給
事
製
新
榎
田
寄
之
作
｣
詩
を
作
っ
て
い
る
｡
ち
な
み
に
自

店
易
の
妻
は
'
こ
の
楊
虞
卿
の
従
父
妹
に
あ
た
り
'
｢迭
楊
八
給
事
赴

常
州
｣
詩

(巻
31
､
後
集
巻
12
)
も
残
る
｡

『和
漢
朗
詠
集
』
所
収
唐
詩
江
程
補
訂
把

(植
木
)

許
淳
は
大
和
六
年

(八
三
二
)'
よ
う
や
く
念
膜
の
進
士
科
に
及
第
し

(24
)

た
｡
し
か
し
'
す
ぐ
に
は
樺
褐
(任
官
)
で
き
ず
､
潤
州
丹
陽
鯨
に
住
み

(25
)

な
が
ら
､
盛
ん
に
求
職
活
動
を
行

っ
て
い
た
O
楊
虞
卿
は
'
｢
(官
界
で

(26
)

の
)
升
沈
ほ
牙
頬
の
間
に
在
り
｣
'
｢升
沈
取
捨
は
其

の
唇
吻

よ
り
出

(27
)

(g3)

づ
｣
な
ど
と
許
さ
れ
た
'
人
事
権
を
掌
握
す
る
寮
力
者
で
あ
っ
た
｡
本

詩
は
お
そ
ら
く
'
彼
の
は
ど
な
い
蹄
京
を
見
越
し
て
､
あ
ら
か
じ
め
自

己
の
窮
状
を
訴
え
て
'
そ
の
推
挙
を
請
う
意
園
を
も
つ
｡
詩
優
学

｢
許

(29
)

滞
行
年
考
｣
大
和
七
年
の
候
に
は
'
｢許
揮
作
解
尉
'
疑
自
是
年
始
｣
と

い
う
が
'
従
い
が
た
い
｡

○
〔留
輿
〕

『集
註
』
に

｢此
の
詩
を
興
へ
て
別
る
ゝ

心
な
り
｣
と

あ
る
よ
う
に
'
旋
立
つ
人
が
見
送
り
人
に
封
し
て
'
別
れ
を
前
に
詩
を
残

(30
)

す

｢
留
別
｣
と
ほ
ぼ
同
意
｡
従
っ
て
'
常
州
を
立
ち
去
る
許
洋
が
､
楊

給
事
に
離
別
詩
を
興
え
て
別
れ
る
場
面
が
想
定
さ
れ

る
｡
留
興

の
興

(31
)

,
ヽ

は
'
輿
え
る
'
贈
る
意
｡
杜
甫
の

｢奉
留
贈
集
賢
院
崖
千
二
学
士
｣

ヽ
ヽ

や
､
李
商
陰
の
｢留
贈
畏
之
｣
詩
な
ど
の
留
憩
と
同
意
で
あ
ろ
う
｡
ち
な

ヽ
ヽ

み
に
'
異
文
の

｢
留
上
｣
は
'
慮
給
の
｢賂
赴
京
'
留
献
令
公
｣
詩
の
用

例
と
近
い
｡

○

〔葉
酸
〕

オ
ギ
や
ア
シ
の
類
O
許
津
の
｢賂
斎
兵
曹
先
輩
｣
詩
に

｢潮
は
水
園
恥
作
に
生
じ
て
葉
酸
響
-
｣

と
歌
わ
れ
る
よ
う
に
'
菜
蔭
は

楊
柳
と
と
も
に
江
南
の
水
郷
地
帯
を
彩
る
植
物
｡
江
南
運
河
ぞ
い
の
風
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景
を
詠
ん
だ
顔
虞
卿
の

｢
豊
平
望
橋
下
作
｣
詩
に
も
'

一
面
の
葦
原
を

いた

｢
海
に
傑
る
葉
酸
の
色
'
終
朝

局
雁
の
聾
｣
と
い
う
.
許
津

の
詩

に

は
'
菜
霞
と
楊
柳
を
封
に
す
る
表
現
が

｢甚
だ
多

し
｣
と
許
さ
れ

る

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

(南
宋
の
菖
立
方

『韻
語
陽
秋
』
巻

1
)
O
｢
日
照
兼
霞
明
楚
塞
'
煙
分
楊
柳

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

見
隔
堤
｣
(｢途
上
元
王
明
府
赴
任
｣)
や
'
｢楊
柳
北
蹄
路
'
兼
蔭
南
渡
舟
｣

(32
)

(｢泊
松
江
渡
｣)
な
ど
と
と
も
に
'
本
懐
も
そ
の
代
表
的
な
用
例
で
あ
る
｡

ち
な
み
に
'
菜
霞
と
楊
柳
の
二
語
は
'
と
も
に
人
を
思
慕
L
t
別
離

を
傷
む
語
感
を
漂
わ
せ
る
o
『
詩
経
』
秦
風

｢
菜
蔭
｣
に
'
｢菜
蔑
蒼
蒼

･TL

と
し
て
'
白
露

霜
と
為
る
o
所
謂
伊
の
人

(
い
と
し
い
あ
の
人
)'

水

の

一
方
に
在
り
｣
云
々
と
い
う
｡
ま
た
楊
柳
は
'
『
詩
経
』
小
雅

｢
采

夜
｣
(楊
柳
依
依
)
や
折
楊
柳
の
習
慣
と
の
関
連
で
'

別
離
の
悲
哀
を
誘

う
こ
と
が
多
い
｡

○

〔水
暗
〕

許
津
の

｢
経
故
丁
補
閲
郊
居
｣
詩
に
も
'
｢
風
吹
薬
蔓

迷
樵
荏
,
雨
か
作
掛
意
花
失
釣
船
｣
と
あ
る
｡
な
お

『
和
漢
朗
詠
集
和

談
紗

(詩
注
)』
に
は
'
｢
水
連
ノ
茂
り
盛
ナ
ル
葦
原

ハ
暗
シ
テ
'
蛍
火

ト

ノ
影
見

ユ
ル
故

ニ
'
知
i夜
云
リ
｣
と
解
樺
す
る
0
本
詩
も

｢
許
滞
千

首
漏
ふ
｣
の

l
例
o

T
七
七

･
1
八
二
番
と
本
稿
の
補
注
参
照
｡

○

〔楊
柳
〕

ヤ
ナ
ギ
の
総
稀
｡
川
口
･
大
曾
根
注
に

｢
か
わ
や
な

ぎ
と
し
だ
り
や
な
ぎ
｣
と
す
る
が
'
｢楊
柳
卜
達
吉
シ
テ
'
タ
ダ

ヤ

ナ

ギ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
ル
也
｣
(伊
藤
東
涯

『操
触
字
訣
』
巻
10
)
0

○

〔風
高
〕

秋
風
を
意
味
す

る
言
葉
'
南
風

･
素
風

･
凄
風

･
涼

(33
)

風
な
ど
の

一
つ
に

｢
高
風
｣
が
あ
り
'
晩
秋
ご
ろ
雲
高
-
吹
き
つ
の
る

烈
風
を
い
う
こ
と
が
多
い
｡
西
晋
の
張
協

｢
七
命
八
首
｣
其
二
に

｢
高

風
迭
秋
｣
(『文
選
』
巻
35
)
と
あ
り
'
李
善
注
に
引
-
後
漠

の
李
尤
撰

へぅ

｢
七
歎
㌔

｣
に

｢
季
秋

(九
月
)
の
末
際
'
高
風
森
属

た
り
｣

と

い

う
｡
ま
た
'
こ
の
二
字
を
韓
倒
さ
せ
た

｢
風
高

(風
高
し
)｣
の
語
も
'

(34
)

六
朝
以
来
用
い
ら
れ
た
｡
許
津
の
詩
中
に
は
'
ほ
か
に

｢
客
散

山
公

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

酔
'
風
高
月
満
城
｣
(｢陪
王
尚
書
法
舟
蓮
池
｣)
や
'
｢露
重
蛍
依
草
'
風
高

蝶
委
蘭
｣
(｢農
至
商
事
'
呈
襲
明
府
｣)
な
ど
が
あ
る
(
い
ず
れ
も
秋
の
詩
)
0

清
の
許
培
菓

『
丁
卯
集
築
註
』
巻
三
に
は
'
後
者
の
下
旬
を

｢
風
甚
だ

烈
し
く
し
て
咲
飛
ば
ず
｣
と
注
す
る
｡

○

〔雁
迭
秋
〕

『
集
註
』
に

｢
雁
来
っ
て
秋
を
知
ら
せ
た
る
心
也
｣

と
あ
る
.
自
居
易
詩
(｢宴
散
｣
奄
Eq
'
後
葉
巻
8
)
の

｢
新
秋

雁
帯
び

き
た

来
る
｣
と
類
似
し
た
吏
憩
で
あ
る
o
金
子

･
江
見

『
新
樺
』

に
よ
れ

ヽ

ば
'
『
増
補
詩
句
題
解
桑
編
』
巻
十
九

に
は
'
｢
雁
報
秋
｣
に
作
る
と
い

う
｡
報
は
告
げ
る
意
｡
こ
の
異
文
は
'
李
賀
の

｢
産
洲
の
客
雁

春
を

報
じ
来
る
｣
(｢梁
童
古
意
｣)
を
連
想
さ
せ
る
｡

●

一
九
二
番

自
居
易

｢
騒
宮
高

し
｣
(｢新
楽
府
五
十
首
｣
其
二
十
1
)

｢
遅
遅
今
春
目
'
玉
監
暖
今
温
泉
添
.
坊
妨
今
秋
風
'
山
蝉
鳴
今
宮
樹
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紅
｣○

元
和
四
年

(八
〇
九
)'
作
者
三
八
歳
へ
都
長
安
で

の
作

(花
房
･

(35
)

朱

･王
･
羅
)､
翰
林

学
士

･
左
拾
遺
在
任
｡
｢
新
楽
府
五
十
首
｣
の
作

成
年
代
に
関
し
て
は
'
自
居
易
自
ら
そ
の
大
序
に

｢
唐
元
和
四
年
'
左

拾
遺
白
居
易
作

l
(神
田
本
)
と
詑
す
が
､
そ
の

一
部
に
は
本
年
以
後
の

(36
)

作
成
や
改
定
を
含
む
と
も
い

う

｡

本
詩
に
限
定
し
て
い
え
は
'
詩
中
の

｢吾
が
君

位
に
在
る
こ
と
巳
に
五
載

)
に
封
し
て
'
鈴
木
虎
雄

『白

(37
)

楽
天
詩

解

』

は
'
｢憲
宗
元
和
五
年
に
至
り
て
在
位
五
年
な
り
｣
と
述

べ
'
高
木
正

一
『白
居
易
』
上
も
'
ほ
ぼ
同
じ
立
場

で
あ

る
｡
し
か

し
'
陳
寅
格
が
す
で
に

『
元
白
詩
集
謹
稿
)1
第
五
章
で
指
摘
す
る
ご
と

-
'
憲
宗
は
永
貞
元
年
八
月
に
即
位
し
て
お
り
'
元
和
四
年
の
時
期
で

｢
己
に
五
載
｣
と
な
り
'
全
-
問
題
は
な
い
｡

本
詩
は
周
知
の
ご
と
-
､
親
友
の
李
紳

｢
楽
府
新
題

)
と
元
償

｢
新

題
楽
府
｣
の
作
成
を
承
け
'
そ
れ
を
壊
大
し
て
整
然
と
髄
系
づ
け
た
説

諭
詩
の
名
作

｢
新
楽
府
五
十
首
｣
中
の

1
首
で
あ
る
O
『
詩
経
』
(漢
代
詩

経
寧
)
の

ク
美
刺
比
興
ク
の
理
念
を
重
視
し
た
｢詩
道
｣
の
復
活
を
提
唱

し
､
現
賓
社
台
の
不
合
理
や
矛
盾
を
臼
草
し
ょ
う
と
す
る
執
芸
心
に
あ
ふ

れ
た
三

種
の
時
事
評
論
的
な
作
品
群
で
あ
る
｡
憲
宗
の
元
和
前
期
は
'

順
宗
の
永
貞
の
革
新
と
並
ぶ
政
治
刷
新
の
気
運
が
高
潮
し
た
時
期
で
あ

ただ

っ
た
｡折
し
も
白
眉
易
は
'
｢関
-
る
有
ら
ば
必
ず

祝

し

､
違
ふ
有

ら
ば

『和
漢
朗
詠
集
』
所
収
唐
詩
荘
得
補
訂
は
(
植
木
)

(38
)

必
ず
諌
む
｣
べ
き
側
近
満
更
の
諌
官
'
左
拾
遺

(門
下
省
所
属
'
従
八
品

(39
)

上
)

の
職
に
任
ぜ
ら
れ
'

毎
月
支
給
さ
れ
る
二
百
枚
の
諌

紙

を

用
い
て

誠
窯
に
諌
言
し
た
｡
｢
新
楽
府
五
十
首
｣
の
連
作
は
'
直
接
明
言
を
は

ば
か
る
時
事
問
題
を
詠
歌
し
て
天
子
の
お
耳
に
達
す
る
こ
と
を
親

っ
た

一
種
の

〃
諌
草
″

で
あ
り
'
諌
官
と
し
て
の
強
固
な
責
任
感
に
支
え
ら

れ
て
い
た
o

O

〔屡
宮
高
〕

燭
官
は
'
唐
の
部
長
安
城
の
東
部
約
二
五
キ
ロ
の
地

(40
)

(駅
西
省
臨
蓮
螺
城
の
南
)
に
あ
る
鷹
山
に
置
か
れ
た
離
宮

｢華
清
宮
｣
を

(41
J

指
す
｡
秦
漢
以
来
の
有
名
な
温
泉
保
養
地

(湯
の
温
度
は
四
十
三
度
､
盟

化
カ
-
ウ
ム
な
ど
の
鋳
物
賃
を
含
み
､
治
病
効
果
を
も
つ
)
で
あ

る
｡

天
質

六
載

(七
四
七
)､
玄
宗
は
揚
貴
妃
の
歓
心
を
買
う
べ
-
財
力
を
塞
-
し

て
温
泉
宮
の
大
増
築
を
行
い
'
新
た
に
華
活
宵
と
命
名
し
た
｡
そ
し
て

保
養

(療
疾
･
延
命
な
ど
)
を
か
ね
て
冬
期
の
遅
寒
地
と
し
て
利
用
す

る
｡
『蕃

唐
書
』
巻
五

一
㌧
玄
宗
楊
貴
妃
博
に
は
'
〓
)1
宗

は
毎
年
十

(42
)

月
､
華
清
宮
に
幸
す
｣
と
い

う

.
｢華
清
｣
の
名
は
へ
こ
の
鷹
山
湯
に
封

し
て
書
か
れ
た
北
周
の
王
褒
挟

｢
温
湯
銘
｣
の
な
か
の
'
｢華
清

は
老

と
U

,芸

(43
)

を
駐
め
へ
飛
流
は
心
を
登
-
｣
に
も
と
づ
-

ら
し
い
O
じ
っ
ほ
こ
の

｢華
清
駐
老
｣
の
語
は
'
西
晋
の
左
思
の
名
作

｢
魂
都
の
賦
｣
(『文
選
』

()
A-う

な
,i..A,

のぞ

雀
6
)
の

｢
温
泉
思

湧

し

て
自
ら

涙

ち

､
華
清

邪
を

蕩

き
て
老
い
難

(4
)

し
｣
を
踏
ま
え
て
い
る
｡
唐
の
呂
延
番
は
下
旬
に
対
し
て
'
｢其

の
華
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中
国
詩
文
論
策

第
十

三
集

た
･.1でき

美
に
し
て
潔
活
な
る
は
'
以
て
疾
病
を
蕩
推
し
て
吾
を
延
ば
す
べ
き
を

う
r(8わ

言
ふ
｣
と
荘
す
る
｡
つ
ま
り
'
〃
華

し

く
輝
き
'
清
ら
か
に
澄
み
わ
た

れ
る
ク
温
泉
に
封
す
る
讃
嘆
の
念
を
こ
め
て
'
華
清
宮
と
名
づ
け
た
わ

け
で
あ
ろ
う
｡

｢
屈
富
商
し
｣
の
篇
名
は
'
通
常
の
第

1
句

(高
高
錘
山
上
有
富
)
で

･
-
､
(45
)

は
な
く
'
む
し
ろ
第
二
十
三
句

(属
官
高

号

高

人
望
)
に
由
来
し
ょ
う
O

し
か
も
こ
の
三
字
は
､
三
年
前
の
元
和
元
年

(八
〇
六
)
に
成
り
'
人
々ヽ

の
閲
に
親
し
ま
れ
て
い
た
作
者
自
身
の

｢
長
恨
歌
｣
中
の

l
句
'
｢
旗

ヽ
ヽ

官
高
度
入
青
雲
｣
を
念
頭
に
置
い
た
命
名
ら
し
い

(陳
真
情
な
ど
)｡

同

じ
元
和
元
年
の
自
詩

(｢橿
横
昭
廠
'
早
秋
苦
情
､
･･･｣
巻
9
)
に
も
'
頬

(46
)

似
し
た
表
現

｢
騒
山

宮
殿
高
し
｣
が
あ
る
o

O

〔主
題
〕

本
詩
の
表
現
悪
圏
を
明
示
す
る
小
序
に
､
｢
天
子
の
'

た

み

dl

人

の

財
力
を
重
惜
す
る
こ
と
を
勢

む
る
な
り
｣
と
い
う
.
重
情
は
'
甚

だ
大
切
に
す
る
悪
｡
鎌
倉
時
代

(
一
二
五
七
年
)
に
書
籍
さ
れ
た
虞
幅
寺

(47
)

戒

『新
楽
府
荘
』
雀
下
に
は
'
｢
(憲
宗
が
)
人
ノ
費
ヲ
知
り
'
園

ノ
煩

ヒ
ヲ
痛

マ
シ
メ
給
タ
ル
事
ヲ
讃
テ
慎
也
｣
と
解
説
す
る
O

玄
宗
が
財
力
を
蓋
-
し
た
豪
著
な
華
清
官
も
'
安
蘇
山
の
乱
や
魚
朝

(48
)

恩
の
破
壊
な
ど
を
経
て
'
中
唐
期
に
は
す
っ
か
り
荒
贋
し
て
い
た
｡
新

た
に
修
復
し
な
い
か
ぎ
り
'
天
子
の
滞
在
も
か
な
わ
ぬ
ほ
ど
無
残
な
状

況
で
あ
っ
た
｡
十

一
年
後
に
あ
た
る
元
和
十
五
年

(八
二
〇
)
十

一
月
'

即
位
し
て
ま
も
な
い
稜
宗
が
'
華
清
官

へ
の
蓮
華
を
企
て
た
｡
こ
の
と

き
'
中
書

･
門
下
両
省
の
供
奉
官
た
ち
は
'

1
斉
に
多
大
な
浪
費
と
不

吉
な
末
路
を
危
供
し
て
強
-
反
対
し
た
｡
元
版
の

｢
両
省
供
奉
官
諌
駕

(49
)

辛
混
湯
状
｣
(『
元
損
集
.D
巻
3
)
に
い
う
-

玄
宗
の
黍
平
時

の
遊
幸

け
ん
がう

かう
十
い

で
さ
え
､
｢物
議

喧

嵩

し

て
'
財
力

耗

額

し

｣
'
ほ
ど
な
-
安
蘇
山
の
乱

J,く
て
つ

が
勃
塗
し
た
O
か
-
て
以
後
の
天
子
は
'
｢深
-
覆
轍

(失
敗
し
た
先

I

[,
+,

例
)

に
懲
り
'
漣
宮
は
妃
生
し
'
永
-
修
皆
を
絶
つ
｡
官
菅
は
壷
-
田

ら
い

か
へ

うづ

乗

に

復

り

'
殿
芋
は
牛
は
巌
谷
に

哩

も

る
｣
t
と
.
こ
う
し
た
認
識
は
'

十

l
年
前
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
｡
財
力
逼
迫
の
折
'
華

清
官
の
再
建
は
不
可
能
で
あ
り
'
周
の
幽
王
や
唐
の
玄
宗
の
ご
と
き
悲

(50
)

惨
な
最
期
さ
え
も
汲
感
さ
れ
る
愚
行
､
と
思
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
O
陳

寅
格
は

『
元
白
詩
集
謹
稿
』
第
五
章
で
'
こ
う
い
う

(要
旨
)'
｢常
時
'

天
子
に
寵
愛
さ
れ
て
い
た

ク
小
人
ク
の
な
か
に
'
腰
宮

へ
の
遊
辛
を
勧

め
て
宕
宗
の
歓
心
を
買
お
う
と
す
る
者
が
い
た
O
そ
れ
で
訊
諭
し
た
の

だ
｣
と
｡

かLI.[tt

C

〔遅
遅
今
春
日
〕

遅
遅
は
'
｢
日
ノ
ウ
ラ
ー
カ
ニ
永
キ
貝
｣

(『和

漢
朗
詠
集
和
談
砂

(詩
注
)ら)
を
い
う
重
言

(塵
字
)｡
こ
の
句
は
周
知
の

ご
と
く
'
『詩
経
』
園
風

｢
七
月
｣
の

｢
春
日
遅
遅
た
り
｣
を
踏
ま
え

て
い
る
｡
陳
鴻
の

｢
長
恨
歌
偉
｣
(『文
苑
英
華
』
巻
七
九
四
所
収
の
『民

情
集
』
本
)
に
も
'
｢春
日
遅
遅
骨
恨
探
'
冬

夜
長
長
骨
怨
急
｣
と
あ
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る
｡
ち
な
み
に
'
『
毛
詩
正
義
』
巻
八
に
い
う
'
｢
遅
遅
と
は
日
長
-
し

あ
たた
か

て

喧

き

の
意
'
-
-

人
'
春
の
喧
き
に
遇

へ
ば
'
則
ち
四
鰹
節
泰
L
t

や
う
や

す
す

おも

春
に
は
書
京
の

精

-

長
ず
る
を
覚
え
'
日
行

む
こ
と
遅
緩

な

る
を
謂

ふ
｡
故
に
遅
遅
を
以
て
之
を
言
ふ
｣
と
｡

○

〔今
〕

『
楚
尉
)]
に
頻
用
さ
れ
る
'
リ
ズ
ム
を
整
え
る
語
気
詞
O

の
つと

『唐
宋
詩
醇
』
巻
二
十
の
評
語
に
'
｢
格
調
は
騒
に
奉

り
'
詞
気
は
特

に
娩
約
た
り
｣
と
あ
る
｡
本
候
の
四
句
は
'
『
楚
辞
』
の
な
か
で
も
｢
九

歌
｣
の
句
式
-
各
句
の
中
開
に
骨
を
置
-
1
を
用
い
た
'
美
し
い
隔
句

封
で
あ
る
O
九
歌
式
の
骨
字
は
'

｢
節
調
助
字
で
あ
る
と
共
に
､

而

･

(51
)

於

･
以

･
之
な
ど
の
助
詞
の
働
き
を
す
る
｣

(星
川
清
孝

『楚
蔚
』
十
頁
)

と
も
い
う
｡
こ
の
観
鮎
に
立
て
ば
､
上
旬
の
骨
は
形
容
詞
の
後
に
つ
-

接
尾
辞

(｢
～
然
｣
の
類
)'
下
旬
の
そ
れ
は
順
接
を
表
す
連
詞

(接
績
詞
へ

而
の
類
)
に
近
い
用
法
で
あ
る

(後
半
二
句
も
同
様
)｡
徐

仁

甫

『贋

揮

詞
』
巻
四
㌧
今
の
候
参
照
｡

○

〔王
変
〕

玉
は
美
稀
｡

聖
は
本
来

｢
井
壁
｣
(『説
文
』
巻
12
下
)

(E

･･)r.

を
意
味
す
る
が
'
こ
こ
で
は
潜

池

の
壁
面
の
タ
イ
ル
の
類
を
い
う
｡
白

眉
易
は
別
の
詩

(｢題
産
山
山
下
湯
泉
｣
巻
16
)
の
中
で
も
'

｢
鷹

山
の
温

き
ん
ば

水
は
何
事
に
困
り
'
流
れ
て
金

鋪

･
玉
変
の
中
に
入
る
や
｣
と
歌
う
｡

よ
り
古
-
は
'
初
唐
の
徐
彦
伯

｢
奉
和
幸
新
豊
温
泉
宮
鷹
制
｣
詩
に
'

ヽ
ヽ

｢
青
壇
環
玉
監
'
紅
礎
鎌
金
光
｣
と
見
え
る
言
葉

で
あ

る

(柿
村

『考

『和
漢
朗
詠
集
』
所
収
唐
詩
荘
樺
補
訂
出

(植
木
)

き

謹
』)｡

北
宋
初
め
に
成
る
張
泊
撰

『買
氏
談
録
』
に
は
'

｢第

一
所
は

た
た

ヽ
ヽ

え
いて
つ

是
れ
御
湯
'
周
環
敦
丈
'
悉
-
御
む
に
白
石
を
以
て
L
t
豊
撤
な
る
こ

(52
)

と
玉
の
如
し
｣
と
い
う
.
し
か
し
'
近

年

の
護

掘
調
査
に
よ
れ
ば
'

ゆ
ぷ
ね

(5
)

湯

池

の
底
や
壁
面
の

｢
王
監
｣
は
'

つ
や
や
か
な
方
形
の

｢青
石

板

｣

(厚
さ
15
-
30
セ
ン
チ
)
で
あ

っ
た
｡
玄
宗

の
蓮

花

湯

(御
湯
九
龍
殿
)

は
'
蓮
の
花
を
か
た
ど

っ
た
上
下
二
層
の
墓
式

(東
西
約
十
二
ハ
メ
ー
ト

ル
'
南
北
約
六
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
)
で
あ
る
｡
楊
貴
妃
の
入
浴

し

た
芙

蓉
湯

(海
業
湯
)
は
'
そ
の
西
北
に
位
置
し
'
海
業

の
花
を
か
た
ど

っ

(54
)

た
二
層
童
式
の
凝

っ
た
造
り
t
と
い
う
｡

○
〔暖
〕

『
六
荘
』
に

｢春
ノ
日
ナ
レ
ハ
也
｣
と
あ
る
｡

(55
)

○

〔温
泉
溢
〕

温
泉
の
和
訓
は

｢
イ
テ

ユ
｣
O

『
初
学
記
』

巻
七
㌧

鷹
山
湯
の
候
に
引
-
後
漢
の
張
衡
撰

｢
温
泉
賦
｣

に
'

｢余
適
鷹
山
､

,
,

(56
)

観
温
泉
'
浴
紳
井
'
-
｣
と
あ
り
'
北
哲
の
劉
逝

｢
浴
温
湯
泉
｣
詩
に

も
'
こ
の
鷹
山
湯
を

｢
神
井
堪
滑
疹
'
温
泉
足
蕩
邪
｣
と
歌
う
0
白
眉

ヽ
ヽ

易
は
す
で
に

｢
長
恨
歌
｣
中
に

｢
温
泉
水
滑
洗
凝
脂
｣
と
詠
む
｡
ち
な

ヽ
ヽ

み
に
'
温
泉
と
宮
樹
と
の
封
は
､
皇
甫
曾

｢
晩
至
華
陰
｣
詩
の

｢
温
泉

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

宕
漸
近
'
官
樹
晩
沈
沈
｣
'
張
籍

｢華
清
官
｣
詩
の

｢
温
泉
流
入

漠

離

ヽ
ヽ

宮
､
官
樹
行
行
浴
殿
空
｣
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
｡

海
は

｢
満

ル
義
｣

(『
六
注
』)'
｢
し
き
り
の
外

へ
中
に
も
つ
た
る
物
の
こ
ぼ
れ
出
る
こ
と
｣

(皆
川
洪
園

『虚
字
解
』)｡
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○

〔妨
妨
今
秋
風
〕

本
候

の
四
句
は
'
『
楚
箭
』
九
歌

｢
湘
夫
人
｣

の

｢
妨
商
号
秋
風
へ
洞
庭
波
今
木
葉
下
｣

の
句
式
を
意
識
的
に
踏
襲
す

る
と
と
も
に
'

こ
の
五
字
は
上
旬
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
も
の
｡
場
坊
は

｢
ア
キ
カ
セ
ノ
'

シ
ナ
ヤ
カ

ニ
フ
ク
貝
｣
(『抄
注
』)'
｢
長
ク
弱
キ
貝
｣

(57
)

(『白
氏
長
慶
集
読
解
』)
を

い
う
重
言
｡
白
眉
易
は
'
涼
風
や
秋
風
な
ど

の
形
容

に
愛
用
す
る

(
二
十

一
例
)
｡

｢
妨
妨
秋
風
多
'

椀
花
牛
成
箕
｣

(｢
秋
日
｣
巻
9
)
は
そ
の

一
例
｡

○

〔山
蝉
〕

初
唐

の
沈
任
期

｢
遊
少
林
寺
｣

詩
に
'

｢
蹄
路
煩

霞

ヽ
ヽ

晩
'
山
坪
庭
虞
吟
｣
と
あ
る
｡

(58
)

○

〔官
樹
紅
〕

華
清
官

の
樹

々
の
紅
葉
を
歌
う
自
詩
に
は
'
｢
紅
葉

紛
紛
蓋
歓
瓦
'
練
苔
重
重
封
壊
垣
｣
(｢
江
南
遇
天
賓
柴
里
｣
巻
12
)
'

｢
莫

問
華
清
今
日
事
'
満
山
紅
葉
鉾
官
門
｣
(｢
梨
園
弟
子
｣
巻
19
)
な
ど
も
あ

る
｡

召
還
の
詔
勅
が
下
っ
た
の
は
'
元
和
九
年
の
末
ら

し

い
｡

醇

鳳

生

『
元
徴
之
年
譜
』
や
花
房

･
前
川

『
元
槙
研
究
』
｢年
譜
｣
参
照
｡

た
だ
し
元
和
九
年
の
冬
に
は
'
山
南
東
道
節
度
使
厳
綬
に
つ
き
従
っ

て
唐
州

(河
南
省
泌
陽
鯨
)
に
い
た
｡
従

っ
て
常
時
'
元
税
は
す
で
に

節
度
使
の
従
事

(幕
僚
)
に
改
め
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
.
iL
『
元
梶
年

譜
』
な
ど
参
照
｡

(

3

)

囲
仁

『
入
唐
求
法
巡
砥
行
託
』
巻

1
㌧
開
成
三
年
七
月
廿
四
日
の
候

ママ

に
'
館
を

｢
此
是
侍
供
往
還
官
客
之
入
鹿
｣
と
説
明
す
る
｡

(

4

)

大
庭
惰

｢
吐
魯
番
出
土

北
館
文
書
-
中
国
罪
侍
制
度
史
上
の
一
資

料
｣
(『
西
域
文
化
研
究
』
第
二
㌧
法
蔵
館
'

一
九
五
九
年

所
収
)
秦

照
｡

(

5

)

白
眉
易

｢
得
微
之
到
官
後
書
'
備
知
通
州
之
事
-
｣
四
首
其
四

(巻

15
)｡
こ
こ
の
解
説
は
'
圭
に
こ
の
白
詩
四
首
を
踏
ま
え
る
｡
通
州

の

風
土
に
つ
い
て
は
'
元
槙
の

｢
叙
詩
寄
禦
天
書
｣
(巻
30
)
に
も
詳

し

ヽ
○

-∨

(

6

)

｢
酬
楽
天
得
徴
之
詩
'
知
通
州
事
'
国
威
四
首
｣
英
二

(春
21
)｡

(
7

)

王
拾
遺

『
元
槙
俸
』

二

一六
頁
に
'
｢
病
中
'
元
槙
心
情
落

莫
'
常

常
是
夜
里
欲
陸
不
能
'
只
有
静
坐
'
苦
思
冥
想
'
最
不
放
心
的
就
是
凡

十
該
子
'
究
尭
成
了
什
久
祥
子
?
｣
と
い
う
｡

(

8

)

『
障
害
』
巻
四
㌧
煩
帝
紀
'
大
業
十
二
年
の
候
に
も
'
｢
上
於
景
華
官

ヽ
ヽ

徴
求
蛍
火
'
得
教
科
'
夜
出
遊
山
'
放
之
'
光
偏
巌
谷
｣
と
あ
る
｡

(

9

)

伊
藤
東
涯

『
名
物
六
帖
』
天
文
篭
に
は
'
｢
オ
ヤ
ニ
ナ
ホ
シ
｣
と
す

る
｡

(
10
)

『
左
侍
』
昭
公
三
年
の
候
の

｢
火
中
'
寒
暑
乃
退
｣
に
封
す
る
杜

預

注
に
'
｢
心
以
季
夏

(
六
月
)
昏
中
而
暑
退
'
季
冬

(十
二
月
)

旦
中

而
寒
退
｣
と
あ
る
｡

(
11
)

程
俊
英

･
清
見
元

『詩
経
江
析
』

(中
華
書
房
'

一
九
九

一
年
)
な

ど
参
照
｡

(

12

)

弘
文
堂
'

一
九
二
八
年
｡
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(
13
)

た
だ
し
'
古
典
の
な
か
で
大
火
が
黄
昏
時
に
南
中
す
る
季
節
の
記
述

に
は
､
奮
暦
五
月
と
六
月
の
二
種
が
あ
る
｡
『
尚
書
』
尭
典

や

『
夏

中

正
』
は
前
者
で
あ
り
'
『
左
侍
』
昭
公
三
年
の
杜
預
江
や

『
砥
記
』

月

令
簾
は
後
者
で
あ
る
｡
こ
の
異
同
は
'
い
わ
ゆ
る
歳
差
に
も
と
づ
く
の

で
あ
ろ
う
0
都
走
行

『
爾
雅
郭
荘
義
疏
』
中
之
四
'
揮
天
の
候
な
ど
参

照
｡

(
14
)

飯
島
忠
夫

『
支
那
暦
法
起
原
考
』
(岡
書
院
'

一
九
三
〇
年
)

第
三

し
･e

章

(八
四
頁
)
に
も
'
｢
大
火
は
参

(
ォ
リ
オ
ン
)
が
障

れ
る
と

こ
ろ

の
三
月
の
初
音
に
始
め
て
東
方
に
現
れ
'
五
月
の
初
香
に
南
中
し
､
七

月
の
.EP.V
唇
に
西
方
に
現
れ
'
八
月
の
初
香
に
隠
れ
て
し
ま

ふ
｣
と

い

ち
ノC'

(
18
)

(
19

)

(

20
)

(
21
)

『

爾
雅
』
梓
天
に
'
｢
大
辰
'
房

･
心

･
尾
也
｣
と
あ
る
｡

同
朋
舎
'

1
九
八
九
年
Q

月

･
太
陽
及
び
惑
星
の
引
力
の
影
響
で
､
地
球
自
縛
軸
の
方
向
が
襲

り
'
春
分
鮎
が
恒
星
に
封
L
t
毎
年
五
〇
秒
ず
つ
西
方

へ
移
動
す
る
現

象

(『
慶
許
苑
』
第
三
版
)
｡

南
京
師
範
琴
院
地
理
系

江
蘇
地
理
研
究
室
編

『
江
蘇
城

市
歴
史

地

理
』
(江
蘇
科
挙
技
術
出
版
社
'

i
九
八
二
年
)
所
収
O

≡
秦
出
版
社
'

一
九
八
七
年
｡

上
海
古
籍
出
版
社
'

一
九
九
三
年
｡

侍
淡
堤

『
李
徳
裕
年
譜
』
(斉
魯
苔
敢
'

一
九
八
四
年
)
大
和
七
-

八
年
の
候
や
'
凝
塊
園

『
劉
兎
錫
集
等
讃
』
外
集
巻
八

｢
寄
耽
陵
楊
給

事
三
首
｣
の
候
な
ど
参
照
｡

『和
漢
朗
詠
集
.B
所
収
唐
詩
荘
荏
補
訂
は

(植
木
)

(
2
)

郁
賢
胎

『唐
刺
史
考
』
四
'
常
州
の
候

(
l
六
五
七
頁
)
参
照
｡

(
23
)

高
志
忠

『
割
高
錫
詩
文
系
年
』
(鹿
西
人
民
出
版
祉
'

一
九
八
八
年
)

な
ど
参
照
｡

(
24
)

唐
邦
治

｢
唐
邦
州
刺
史
許
揮
博
｣
(『
鋲

･
丹

･
金

･
深

･
揚

･
聯
合

月
刊
』
第
二
期
､

一
九
四
六
年
)
に
'
進
士
料
及
第
後

の

こ
と

を
'

｢
既
南
旋
'
無
諸
侯
辞
碑
'
琴
意
遊
蘇

･
常

･
杭

･
越
｣
と
い
う
O

(
2
)

拙
稿

1
七
七
番
参
照
.

(2
6
)

『
新
暦
菖
』
巻

一
七
五
､
楊
虞
剃
侍
｡

(
2
7

)

『
菖
唐
書
』
巻

-
七
六
'
楊
虞
卿
侍
O

(
28
)

董
乃
斌

｢
唐
詩
人
許
滞
生
平
考
索
｣
(『
文
史
』
二
六
輯
'

一
九
八
六

年
)
に
よ
れ
ば
'
許
滞
の

｢
商
事
偶
題
｣

や

｢
輿
群
公
宴
商
事
｣
詩

は
'
靖
恭
坊
の
楊
家

(拙
稿

一
六
八
番
参
照
)
で
の
酒
宴

の
折

に
'

｢
揚
氏
兄
弟
に
望
む
所

(自
己
の
推
挙
を
得
る
目
的
)
有

り

て
作

っ

た
｣
作
品
で
あ
り
､
商
事
と
は
揚
虞
脚
宅
の
そ
れ
を
指
す
と
す
る
が
'

確
認
に
乏
し
い
.
し
か
し
'
許
津
が
大
和
年
閲
の
初
め
へ
揚
家
の
人
々

(虞
卿

･
汝
士
ら
)
と
知
り
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
O

(
29
)

同

『
唐
詩
人
行
年
考

(緯
編
)』
所
収
｡

(
30
)

許
津
に
は

｢
留
別
超
端
公
｣
｢
瓜
洲
留
別
李
詔
｣
な
ど
が
あ
る
.

(
31
)

つ
ま
り
､
こ
の
輿
は
'
｢
莫
便
香
風
欝
'
留
興
紅
芳
待
｣
(李
白

｢
寄

遠
十
二
首
｣
其
≡
)
や
'
｢
香
輪
業
纏
育
看
破

留
輿
愁
人

一
軒

眠
｣

(鄭
谷

｢
曲
江
春
草
｣)
な
ど
の
用
例

(動
詞
の
後
に
軽
く
探
え
た
助
字
)

と
は
異
な
る
O

(
3
)

ほ
か
の
詩
人

の
用
例
を
あ
げ
れ
ば
'
趨
板
の

｢
楊
柳
風
多
潮
未
落
'
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中
国
詩
文
論
叢

第
十
三
集

兼
臣
霜
冷
雁
初
飛
｣
(｢
長
安
月
夜
輿
友
人
話
故
山
｣)
や
'
李
嘉
祐

の

｢
楚
地
兼
蔭
遵
海
退
'
障
朝
楊
柳
映
堤
稀
｣
(｢
蓮
皇
甫
再
往
安

宜
｣
)

な
ど
が
あ
る
｡

『
初
撃
詑
』
巻
三
㌧
秋
の
候
に
引
く
梁
垂
帝

『
纂
要
』
な
ど
参
照
｡

小
島
憲
之

『
古
今
集
以
前
J]
(塙
書
房
､

l
九
七
六
年
)
七
五
頁
参

照
｡
唐
詩
の
用
例
と
し
て
は
'
杜
甫

｢
湖
中
送
致
十
使
君
適
贋
陵
｣
詩

の

｢
秋
晩
激
増
翠
'
風
高
潮
湧
波
｣､
柳
宗
元

｢
田
家
三
首
｣
其

三

の

｢
風
高
愉
柳
疎
､
霜
重
梨
讃
熱
｣'
周
賀

｢
遠
僧
還
南
薮
｣
詩

の

｢
風

高
寒
葉
落
､
雨
絶
夜
豊
満
｣
な
ど
が
あ
る
｡

菱
剛

｢
唐
代
的
翰
林
学
士
｣
(『
文
史
』
三
三
輯
'

一
九
九

〇
年
)
に

詳
し
い
｡

陳
実
情

『
1冗
白
詩
集
琵
稿
))
第
五
章
に
い
う
'
｢
恐
五
十
首
詩
､
亦

非
悉
在
元
和
四
年
所
作
｡
‥

･

或
老
此
所
禦
府
雑
創
作
於

元
和

四

年
､
至
於
七
年
猪
有
改
定
之
虞
｣
と
D

弘
文
堂
t

l
九
二
六
年
｡

白
居
易

｢
初
授
拾
遺
獣
書
｣
(奄
58
)0

白
居
易

｢
酔
後
走
輩
･⊥

詩

(巻
12
)
参
照
｡

拙
著

『
唐
詩
の
風
土
』
｢
華
清
池
｣
の
怪
や
､
松
浦

･
植

木

『
長
安

･
洛
陽
物
語
』
｢
華
清
官
と
香
横
寺
｣
の
懐
な
ど
参
照
｡

†
▼

鷹
山
湯
に
関
す
る
詳
細
な
寄
書
と
し
て
は
'
張
自
修
編
著

『
麗
山
古

>
7

迩
名
勝
志
』
(麗
山
放
涛
読
物
編
香
合
'

一
九
八
五
年
)
が
あ
る
.

玄
宗
の
華
清
官
行
幸
の
年
月
に
つ
い
て
は
'
荘
(41
)
書
の

｢
唐
代
帝

マ†

王
遊
幸
麗
山
華
清
宮
概
況
｣
(
二
〇

l
頁
以
下
)
参
照

.

(
43
)

注

(
41
)
書
は
'
北
魂
の
元
蓑

｢
温
泉
環
碑
｣
の

｢
淵
華
玉
撒
'
心

清
寓
悦
｣
に
t
よ
り
早
い
起
源
を
兄
い
だ
す
O

(

44

)

『
玉
海
』
奄

一
五
八
㌧
唐
温
泉
官

･
華
清
官
の
候
参
照
｡

(

4
5

)

平
岡

･
今
井
校
定

『自
氏
文
集
』
に
は

｢
今
｣
を
桁
字
と
見
な
す
｡

(
46
)

｢
腰
官
｣
の
語
自
鮭
は
､
同
じ
所
業
府
五
十
首
中
の

｢
新
豊
所
管
翁
｣

詩
の
な
か
に
も
'
｢
唯
聴
属
官
歌
吹
中
｣
(神
田
本
な
ど
の
蕃
抄
本
)
と

あ
る
｡
宋
版
等
は

｢
梨
園
｣
に
誤
る
｡

(
47
)

『
斯
道
文
庫
論
集
』
七
輯

(
一
九
六
八
年
)
に
収
め
る
太
田
次
男

の

翻
印
に
嬢
る
O

(
48
)

竹
村
別
行

｢
中
晩
唐
に
お
け
る
華
清
官
の
零
落
｣
(九
大
文
筆
部
『
文

琴
研
究
』
八
七
輯
'

一
九
九
〇
年
)
参
照
｡

(
49
)

下

『
元
積
年
譜
』
三
二
六

頁
以
下
や
､
注

(
48
)
の
竹

村
論

文
参

照
｡

(
50
)

『
資
治
通
鑑
』
巻
二
四
三
'
敬
宗
賓
暦
元
年

(
八
二
五
)
の
候

に
'

敬
宗
の
華
清
宮
行
幸
を
諌
止
し
ょ
う
と
し
た
張
擢
輿
の
言
葉

に
'
｢
昔

周
幽
玉
章
壌
山
､
箆
犬
戎
所
殺
o
秦
始
皇
葬
原
山
､
園
亡
.
玄
宗
官
鷹

山
而
禄
山
乱
｡
先
帝

(稜
宗
)
幸
鷹
山
､
享
年
不
長
｣
と
あ
る
｡

(
51
)

明
治
書
院

･
新
釈
漢
文
大
系
｡

(
52
)

唐
華
清
官
考
古
除

｢
唐
輩
清
官
湯
池
遺
祉
第

1
期
顎
掘
簡
報
｣
(『
文

物
』

一
九
九
〇
年
五
期
)'
同

｢
唐
華
清
官
湯
池
遠
祉
第
二
期
賛

掘
簡

報
｣
(『
文
物

』
一
九
九

一
年
九
期
)
参
照
｡
後
者
の
圃
版
は
参
考
に
な

る
｡

(
53
)

｢青
石
は
藍
田
の
山
よ
り
出
づ
｣
で
始
ま
る
自
居
易

｢
青
石
｣
詩
(節



柴
府
五
十
首
の
一
)
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
｡

(
54
)

挟
西
省
博
物
館
編

『
隔
唐
文
化
』
(撃
林
出
版
社
t

t
九
九

〇
年
)

五
〇

･
五

I
頁
の

｢
蓮
花
湯
道
比
｣
｢
貴
妃
湯
道
祉
｣
の
カ
ラ

ー
寓
員

参

照
｡

(
55
)

大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
江
戸
初
期
補
寓
本

(勉
誠
敵
影
印

『
金
浮
文

庫
本

白
氏
文
集
‖
』
)
な
ど
｡

(
56
)

『
白
氏
六
帖
事
類
集
』
巻
二
㌧
塩
揚
五
十

一
の
候
に
も
引
-
0

(
57
)

森
孝
太
郎

･
尾
崎
知
光
編
､
和
泉
書
院
､

一
九
八
六
年
｡

(
58
)

前
掲
の
白
詩

｢
桂
椅
昭
腰
､
早
秋
苫
事
､
-
｣
に
唱
和
し
た
元
槙
の

｢
酬
楽
天
｣
詩
に
も
'
｢
産
児
麗
山
頂
'
官
樹
造
参
差
｣
と
あ
る

(
元
和

元
年
の
作
)
0

〔補
注
〕

徐
俊

｢
試
論

ク
許
滞
千
首
蕪
L

(『
文
筆
遺
産
』

一
九
八
九
年

1
期
)

に
い
う
'
詩
想
の
狭
さ
と
麺
化
の
な
さ
'
用
事

(典
故
)
や
造

句

の
類

似

･
重
複
が
､
｢千
首
損
ふ
｣
要
因
の
1
つ
で
あ
り
'
｢
水
｣
字
を
含
む
封

句
中
で
は
'
は
ば
咋
分
は

｢
山
｣
と

｢
水
｣
が
射
し
'
他
の
半
分
は
｢水
｣

と

｢雲
｣､
｢
水
｣
と

｢
風
｣へ
｢秋
水
｣
と

｢
夕
陽
｣
な
ど
が
封
す
る
｡
料

偶
は
精
密
で
は
あ
る
が
､
き
わ
め
て
撃
化
に
乏
し
い
t
と
0
ま
た
蹄
依
し

た
禅
宗

(南
宗
)
の
影
響
を
指
摘
す
る
羅
特
進
の
説

〔拙
稿
の
補
訂
関
の

荘

(40
)
参
照
〕
に
封
し
て
は
'
確
固
た
る
論
接
に
乏
し
い
と
批
判
し
､

倦
続

的

な

水
の
豊
か
な
イ
メ
Ⅰ
､シ
を
借
り
て
心
中
の
憂
悶
を
は
ら
う
の
だ

と
指
摘
す
る
｡

『和
漢
朗
詠
集
』
所
収
唐
詩
荘
鐸
補
訂
出

(植
木
)




